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確認年次別 
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BSE感染牛の 
生年別 

（頭） 

2002年1月生まれの牛を最後に、11年間以上にわた
って、国内で生まれた牛でのＢＳＥ発生報告はない。 

2001年10月に法に基づく飼料規制を開始 

◎ＢＳＥ感染源・感染経路について 
 1995-96年生まれの牛（13頭）の感染原因は、統計学的には共通の飼料工場で製造された代用乳の可能性が考えられるが、オランダの疫学調査結果等の科学
的知見を踏まえると合理的説明は困難とされた。  また、1999-2001年生まれの牛のうち15頭は1995-96年生まれの牛が汚染原因となった可能性があるとされた。 

・ 2001（平成13）年9月に初確認。現在までにと畜検査で22頭、死亡牛検査で14頭（計36頭）が発生。 
・ 出生年別にみると、1996（平成８）年生まれが１２頭、2000（平成１２)年生まれが１３頭と多い。 
・ 飼料規制の実施直後の2002年1月生まれを最後に、11年間以上にわたって、国内で生まれた牛での発生報告 
  はない。 
・ 昨年５月にOIEは我が国を「無視できるBSEリスク」の国に認定。 

（参考）我が国のＢＳＥの発生状況１）我 

【国内のＢＳＥの発生状況】 （頭） 


